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中学校数学 第１学年

生徒用解答

次の計算をしなさい。
１ １

５ ３ ５×３ ５ ４ ５×４
（１） × ＝ （２） × ＝

７ ４ ７×４ ８ ５ ８×５
２ １

１５ １
＝ ＝

２８ ２

２ ５ ２×７ ９ ４×２
（３） ÷ ＝ （４）４÷ ＝

３ ７ ３×５ ２ １×９
１４ ８

＝ ＝
１５ ９

次の計算をしなさい。

（１）(＋６)＋(－６) （２）３－(－５)
＝６－６ ＝３＋５
＝０ ＝８

（３）(－６)×(＋２) （４）５×(４－７)
＝－１２ ＝５×(－３)

＝－１５

（５）－５２ （６）２×(－３)２

＝－(５×５) ＝２×(－３)×(－３)
＝－２５ ＝２×９

＝１８

１

２

計算の途中で約分できるときは、約分して

から計算すると簡単です。

正の数、負の数を

ひくことは、その数

の符号を変えて加え

ることと同じです。

ほっかいどうチャレンジテスト

夏休み版③

※次のページにも、問題があります。
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次の各組の数の大小を表す不等号を□の中に書きなさい。

（１）＋２ ＞ －１ （２） －６ ＜ －４

（３）＋ ＜ ＋ （４）－０.９ ＜ －

－０.９ ＜ －０.８
＋ ＜ ＋

または、－ ＜ －

次の計算をしなさい。

（１）（５x－３）＋（－２x＋１）

＝５ x －３－２ x ＋１
＝５ x －２ x －３＋１
＝３ x －２

（２）（－０.２x－１）－（－０.５x＋１）

＝－０.２ x －１＋０.５ x －１

＝－０.２ x ＋０.５ x －１－１

＝０.３ x －２

（３）（x －４）－３（８ x －３）
＝ x －４－２４ x ＋９

＝ x －２４ x －４＋９

＝－２３ x ＋５

（４）（－１０x ＋２０）÷（－５）

＝２ x －４

（５）（３x－６）×

＝ x －１

３

４

２
３

５
７

４
５

１
６

１４
２１

１５
２１

９
１０

８
１０

１
２

分数どうしを比べるときは、通分

し、分母をそろえてから比べます。

負の数どうしを

比べるときは、そ

の絶対値が大きい

ほど小さくなりま

す。

文字が同じ項や数の項それぞれを集めて計算します。

大きさを比べるときは、小数どうしや分母の

等しい分数どうしにそろえてから比べます。


